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2020年に発⽣した新型コロナウイルス感染拡⼤の影響で、個⼈防護具関連製品の需要が急増し、世界的
な供給不⾜が続いています。なかでも、ニトリル製の検査⽤⼿袋は供給において不安定な状況が今後もしば
らく継続する⾒通しです。

メドラインの対応⽅針

⽤途に応じたニトリル製とビニル製の安全な使い分けを
広く呼びかけ、供給リスクを最⼩限に抑えます。

医療従事者のみなさまへ
ニトリル製とビニル製の検査⽤⼿袋の使い分けに
ご協⼒いただけますよう、お願い申し上げます。

☛ 使い分けの推奨例については、裏⾯をご覧ください

安全な医療提供をまもるために

 既にご採⽤いただいていたご施設の需要分に対しては、
最優先で供給いたします。

 やむなく供給が難しくなった際は迅速に情報を提供し、
ビニル製を代替としてご提案させていただきます。
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種類 ⼿術⽤⼿袋 検査・検診⽤⼿袋
（滅菌／未滅菌）

多⽤途⼿袋
（未滅菌）

使⽤⽬的 ✔ 本来無菌の組織に
接触するとき

✔
✔

粘膜や創部に接触するとき
湿性⽣体物質に触れるとき

✔ 湿性⽣体物質に触れるとき

⽤途 ⼿術などの侵襲的⼿技
検査, 検診, 治療,
汚染された器材を扱う場合

器具の洗浄, 汚染物処理,
廃棄物処理

禁忌・禁⽌ 再使⽤禁⽌ 再使⽤禁⽌ 粘膜・創部に使⽤しない

医療機器分類 管理医⽤機器（クラスⅡ) ⼀般医療機器（クラスⅠ） -

検査⽤⼿袋の素材による特性と⽤途※

主材料 ニトリル ポリ塩化ビニル

⽤途 ラテックスアレルギー対策, 検診, ケア, 
薬品の取り扱い時など

ラテックスアレルギー対策, 感染性物質による
汚染リスクの少ない短時間の作業

バリア効果 ✔
✔

⽳あきや破れに対する抵抗性に優れている
化学薬品に対する防御効果が優れている

✔
✔

⽳あきや破れに弱く、尖ったもので容易に⽳があく
化学薬品に弱い

装着感 伸縮性は⾼いが、ラテックスよりもフィット感に劣る 伸縮性は⽐較的低く、⼿⾸周りの⼨法がゆるい

アレルゲン 化学物質（加硫促進剤など） 化学物質（可塑剤など）

経済性 やや⾼価 ⽐較的安価

※ 参考︓職業感染制御研究会 安全器材と個⼈⽤防護具「⼿袋の選び⽅・使い⽅」
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メドライン・ジャパン 検索

使い分けの具体的な推奨例はこちら

病院オリジナルの
院内推進ポスターがつくれます︕
※テンプレートをダウンロードいただく必要があります

（ファイル形式︓Microsoft Office PowerPoint）

医療現場で⽤いる⼿袋の種類と⽤途※

または


